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論 文 の 内 容 の 要 旨
　従来のショックモデルでは、ショックは非負のスカラーで表現され、その大きさと直前のショックとの生
起時刻間隔の間に相関を許容していた。本論文では、相関の存在を維持したまま多次元のベクトルで表現さ
れたショックを取り扱えるようにするため、このモデルを拡張し、その性質を分析し、併せて e-コマース
で現れる具体的な問題への適用可能性を示している。
　モデルは再生過程によって決まるショックの生起間隔 Y（k）と多次元ベクトルであるショック X（k）の対
の作る列からなる。
　第 1のモデルではこれに加えて閾値ベクトル zが与えられ、ショックベクトル X（k）のいずれかの要素の
値が対応する閾値ベクトルの要素の値を越えたときに停止するシステムを対象にしている。このシステムの
停止までの時間について、その分布のラプラス変換、平均、分散等の確率的性質が示されている。さらにシ
ステムの停止が X（k）の特定の要素によって引き起こされる確率も与えられている。このモデルは、消費者
がインターネットで複数の類似の商品情報を探索し、十分な情報を獲得して情報収集を停止するまでの行動
を説明するのに有用であり、その設定の下に数値計算も報告されている。
　続いて、ショックが累積する第 2のモデルを提案している。これは、その時点までのショックベクトルの
要素の総和が指定された閾値の値を越えた時点でシステムが停止するというモデルである。第 1のモデルと
同様に、このシステムの停止までの時間について、その分布のラプラス変換、平均、分散等の確率的性質が
示されている。このモデルは、複数のチャネルを用いて消費者がインターネットで情報収集を行い、収集し
た情報の累積が十分な量になった時点で収集行動を停止するという場面で、その行動を説明するために有用
なモデルである。本論文の分析結果に基づいて、複数チャネルが利用可能な場合と単一チャネルしか利用で
きない場合とでシステムの振る舞いが比較されている。
　最後に、本論文で得られた知見を e-コマースにさらに応用するためには、情報収集行動の停止時刻に加
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えて、何らかの経済指標を組み込んだ性能評価基準の確立が必要であることを指摘して論文を終えている。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文の理論上の貢献は、スカラー量のショックを扱う従来のショックモデルをベクトルのショックを扱
えるように拡張した点である。ショックの大きさと直前のショック生起との間の時刻間隔に相関を許すとの
設定を維持したままこの拡張が行われている点は評価できる。さらに、その具体的な応用として複数チャネ
ルを用いてのネット上での情報収集行動を取り上げ、提案したモデルの e-コマースへの応用の可能性を示
している。以上、理論と応用の両面で評価できる論文である。
　よって、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
